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第 1 課 Adisua a e ̣di kan                                         

アカン語の文字と発音 

 
この課では、アカン語の文字と発音を学習します。本テキストで用いる表記法は、概

ね正書法*に準じます。 
 
 

● 母音 

 母音は、大きく口母音と鼻母音に分類されます。 
 
 口母音 

口母音は以下の 9 つがあります。ẹと ọは基本的に i, u と共起し、それ以外の母音や ẹ, ọ
同士の組み合わせはほとんどありません。なお、ẹ, o ̣の補助記号は正書法にはありません。 

i [i]    di  食べる  e ̣ti 頭              1-01 
e []   te  分かる  atere スプーン
ẹ [e]   wẹi これ   kẹntẹ ケンテ布 
ɛ []   d 甘い  bma 男 
u [u]   bu 折る  duku スカーフ 
o []   to  投げる  horo  洗う 
ọ [o]   kọsua 卵   mọntọ たばこの葉 
ɔ   b 打つ  bt 袋 
a [a] (i, u の前では[]) da 寝る  baa 女 

daabi いいえ  kari （重さを）はかる 
     ただし次の 2 語は例外的に[] 
     prako ̣ 豚  makọ トウガラシ 
 

 鼻母音 

 鼻母音は、以下の 5 つがあります。ただし、鼻子音に隣接する母音は全て鼻母音にな

り、この場合の鼻音補助記号は付しません。なお、鼻音補助記号は正書法にはありませ

ん。 
 

                                                
* 伝統的に、アカン語の 9 方言のうちアサンテ方言、ファンテ方言、アクアペム方言の 3 方言の

みがそれぞれ異なる正書法で書かれてきましたが、1968 年に政府がこれらを統一した正書法を発

表しました。しかし、統一正書法はほとんど普及していないのが実情です。 
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ĩ [ĩ]    hĩa 困らせる  e ̣fĩĩ  垢             1-02 
e  []    see 歯   afee 櫛 
u  [u]   hu 見る  sua 学ぶ 
o []   to  焼く  asoo 耳 
a [a](i, u の前では[]) ka 運転する  nsa 酒 

ọsuanĩ  学生  abusuafi ẹ 家族の家 
 

母音の図 

 i               u 
   

e           o 
   e ̣              ọ 
  

               
    () 
           

a 
 
Nhwso 1 母音の違いに注意しながら発音してみましょう。                   1-03 

1. di 食べる  de …という d 甘い 
2.  bu 折る  bo 酔う  b  打つ 
3.  hu 吹く  hu 見る 
4.  to 投げる  to  焼く 
5. fi …から来る fĩ 汚い 
6.  afe 年  afee 櫛 
7.  ka かみつく ka 運転する 

 
● 子音 

 子音は、以下の 24 です。                                                 1-04 
p [p]   pa 良い  apem 千 
b [b]   ba 来る  bu 折る 
t [t]    t 買う  tena 住む 
d [d]   d 愛する  ade  物 
ky [c]   kyer 教える  ky 分ける 
gy []   gye 得る  e ̣gya 火 
k [k]   k 行く  e ̣kuro ̣ 傷 
g [g]   go ro  遊ぶ  go やわらかくなる 
f [f]    fa  取る  e ̣fiẹ 家 
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s [s]   sa 踊る  as 鍬 
hy []   hy 着る  hyia 会う 
h [h]   ha 心配させる  huru 沸く 
r []    mr つめ  horo  洗う 
l [l]    lre ローリー 
m [m]   ma あげる  pam 縫う 
n [n]   na そして   nana 祖父母 
ny []   Ọnyame 神  nyin 成長する 
w [w] (i, e の前では[]) wẹi これ  wu 死ぬ 

   wiẹ 終える  wesa こしょう 
y [j]    yi 動かす  yare 病気 
tw [c]   twa 切る  nantwiẹ 牛 
dw []   o ̣dwan 羊  abdwe あご 
hw []   ahwede さとうきび hw 見る 
kw [k]   kway 森  kwan 道 
nw []   nnwii 毛  akọnwa イス 

 
子音の表 

調音点 
調音法 

唇 歯茎 硬口蓋 円唇硬口蓋 軟口蓋 円唇軟口蓋 声門 

閉鎖音 p   b t     d     gy  k     g kw   

鼻音   m n        

摩擦音 f s  hw     h 
接近音   (l)     w   

 

 

Nhwso 2 子音の違いに注意しながら発音してみましょう。                   1-05 
1.  akyi   背中  twi 運転する  
 kyn 勝る  twn 待つ  
2. agyan 弓矢  o ̣dwan 羊 
 agya 父  adwa イス  
3.  nane 溶ける  nyane 目覚める nwene 織る 
 nim 知っている nyem 妊娠する  nwen 織る 
4.  hy 着る  hw 見る 
 hyehy 着飾る  hwehw 探す 
5.  kan 1 番の  kwan 道 
 kata 覆う  kwata らい病 
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● 音節構造 

 音節は以下の 5 種類です（C: 子音, V: 母音, N: 鼻子音）。                   1-06 
V   k  彼は行く 
CV   k  行く 
N   nsa  手 
VN   ankaa  オレンジ 
CVN  nom  飲む 

 
次のように、CVrV（第一母音は i, e, u, o）の第一母音は非常に短く発音され、1 音節

のように聞こえます（しかし CV の声調は保持されます）。                    1-07 
tfr   < tfe r  ゴキブリ 
eḳrọ  < ẹkuro ̣  傷 
ns rọma  < nsurọma 星 

 
また次のように、sVCV（第一母音は i, u）の第一母音は無声化し、ほとんど 1 音節に

聞こえます（しかし sV の声調は保持されます）。                             1-08 
ska   < sika  お金 
skuu  < sukuu  学校 

 
Cua, Cuọ（C は歯茎子音）では、母音間に渡り音[j]が挿入されます（この渡り音は、

本テキストでは表記しません）。                                            1-09 
nsuọ   [nsujo]  水 
e ̣dua   [eduja]  木 
kọsua   [kosuja]  卵 

 
● 成節鼻音 

成節鼻音は、接頭辞として発話頭に現れ、後続子音の同調音点鼻音として実現します。 
mmasa  [mmasa] （複数）腕                          1-10 
Mm!  [mm]  打たないで！ 
Ntia!  [ntia]  踏まないで！ 
nkyde  [cdɪ ]  （複数）プレゼント 
Nkyer!  [cɪr]  教えないで！ 
nkwan  [kwa]  スープ 
Nk!  [k]  行かないで！  

 
● 音節末子音 

音節末子音には、m と n があります。n は、直前の母音が a あるいはの時には[]、そ

れ以外の時は[]で発音されます。 
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asm  [asm]  話                                  1-11 
nam  [nam]  肉 
kraman  [krama] 犬 
ọdwan  [oa]  羊 
ẹdin  [edi]  名前 
abnten  [abntɪ] 外 

 
子音が後続する場合、すべての音節末鼻音は後続子音の同調音点鼻音になります。 

dọmpẹ  [dompe]  骨                                  1-12 
apantan  [apanta] あご 
nantwiẹ   [nacwie] 牛 
nanka  [naka]  へびの 1 種 

 
音節末子音には w もありますが、わずかな語にしか現れません。              1-13 

yaw  痛み 
haw  心配 
pa kyw   謝る ＜帽子をとる＞ ＊ただし ky  帽子 

 
● 声調 

まず 1 のように、H (高声調: High)と L (低声調: Low)が対立します。ただし発音上は、

H と L の間にはさまざまなレベルの高さがあります。 
2, 3 のように、L の後ろの H は、そうでない H よりもやや低くなります（[  ]内の記

号は、聴覚的な高さを視覚的に表したもの）。このような現象をダウンドリフトと言い

ます。これに対して、4 のように H の後ろにやや低い H が現れる場合があります。これ

はダウンステップと呼ばれる現象で、1 音節に LH が実現することによって起こります。 
本テキストでは、H を(   )、ダウンステップ H を(   )で表記し、L は表記なしまたは

(  )で表記します。声調記号は音節に付与します（  は CVN が HL で現れる場合のみ

N に付与します。CVN が HL で現れるのは、基本的に派生による場合のみです）。なお、

これらの声調記号は正書法にはありません。                                  1-14 
1.   da  [   ]  寝る 

da  [   ]  これまで 
2. papa  [     ]  父 

papa  [     ]  うちわ 
papa  [     ]  とてもよく 

3. amane  [       ] いわし 
4. ako ̣  [     ]  オウム 

kt  [     ]  カニ 
prako ̣  [       ] 豚 
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アカン語の声調は、上に挙げたような語彙的な区別の他、文法的な区別の機能も果た

します。これについては動詞の活用形で学習します。 
 
Nhwso 3  声調の違いに注意しながら発音してみましょう。                 1-15 

1.   papa 父  papa うちわ  papa とてもよく 
2. ẹkurọ 町  e ̣kuro ̣ 傷 
3. fufuọ フフ  fufuọ 白い 
4. bfo 創造主  bfo 猟師  bfo  使者 

 
 
 

 
母音体系の歴史的変化 

 

ẹ と ọの分布には他の母音に比べて制限が見られますが、これは通時的に、アカン語

がもともと 9 母音体系であったものが 7 母音体系に移行しつつあるためです。つまり、

ẹと ọの多くが e[], o[]に融合したためです（Stewart 1970, 1971, 1983a)。 

 

9 母音体系         7 母音体系 

i u   i u 
       
  e ̣ o ̣   
       
      a       a 
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